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香川県教育委員会５月定例会会議録 

 

１．開催日時  令和４年５月１６日（月） 

開 会  午前１０時００分 

閉 会  午前１０時４０分 

 

２．開催場所  教育委員室 

 

３．教育委員会出席者の氏名 

教 育 長  工 代 祐 司 

委 員  小 坂 真 智 子 

委 員  平 野 美 紀 

委 員  藤 澤  茜 

委 員  木 下 敬 三 

委 員  蓮 井 明 博 

 

４．教育長及び委員以外の出席者 

副教育長(兼)新県立体育館整備推進総室長 近 藤 誓 吾 

教育次長兼政策調整監 海 津  洋 

教育次長 金 子 達 雄 

総務課長 藪 木 泰 伸 

義務教育課長 三 好 健 浩 

高校教育課長 吉 田  智 

保健体育課長 宮 滝 寛 己 

生涯学習・文化財課長 荻 原 絢 嗣 

政策主幹(兼)総務課副課長 佐 々 木 隆 司 

義務教育課長補佐(兼)主任管理主事 藤 井 祐 治 

高校教育課長補佐(兼)主任管理主事 長 林 真 司 

保健体育課長補佐(兼)主任体育主事 荒 井 憲 司 

保健体育課全国高校総体推進室長補佐 橋 本 博 之 

生涯学習・文化財課長補佐 氏 家 紀 子 

義務教育課主任管理主事 仲 西 長 代 

高校教育課主任管理主事 藤 谷 丈 雄 

生涯学習・文化財課主任社会教育主事 田 中 三 千 洋 

 

傍聴人 なし 

 

５．会議録の承認 

４月２２日に開催した定例会の会議録署名委員の小坂委員から、同定例会の会議

録について適正に記載されている旨報告。 
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各委員に諮り、これを承認した。 
 

６．非公開案件の決定 

教育長から、本日の議題のうち、議案第１号、第２号、第３号は、教育委員会に

おいて会議を公開しないことと定めているもののうち、「個人に関する情報であっ

て、公にすることにより、なお、個人の権利利益を害するおそれがあること」及び

「県の機関が行う事務に関する情報であって、公にすることにより人事管理に係る

事務に関し、公正かつ円滑な人事の確保に支障を及ぼすおそれがあるもの」に該当

するため、非公開としたい旨を発議。 

 

各委員に諮り、非公開とすることに決した。 

 

７．議  案 

○議案第１号 香川県スポーツ推進審議会委員の任命について（非公開案件） 

 

   各委員に諮り、原案のとおり可決した。 

 

○議案第２号 香川県社会教育委員の委嘱について（非公開案件） 

 

   各委員に諮り、原案のとおり可決した。 

 

○議案第３号 香川県教科用図書選定審議会委員の任命について（非公開案件） 

 

   各委員に諮り、原案のとおり可決した。 

 

８．その他事項 

○その他事項１ 令和５年度香川県公立学校教員採用選考試験実施要項について 

 高校教育課長から、令和５年度香川県公立学校教員採用選考試験実施要項につ

いて説明。 

 

 【質疑・意見交換】 

＜教育長＞定年延長は既に決定しているのか。また、いつからの予定なのか。 

＜高校教育課長＞まだ正式には決定していない。国家公務員と同様に、開始は令和

５年度から始まり、２年毎に１歳ずつ延長する予定である。これまでは再任用を

希望する方が再任用職員となっていたが、今後は退職年齢が自動的に延長される

ため、希望した方のみが定年前に退職することとなる。どのくらいの方が退職を

希望するのか不明で、どのように影響してくるのか読みにくく、採用する際に検

討する必要があると考えている。 

＜教育長＞令和５年度では、退職者年齢が 60 歳から 61 歳になるため、令和５年度

定年退職者はいないということか。 
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＜高校教育課長＞そのとおりである。 

＜小坂委員＞教員の仕事は非常に大変であるということがメディア等で取り上げら

れ、働き方改革による改善等が実施されているところであるが、「教職はこんな

にも素晴らしい職である」といったＰＲを実施すべきかと考える。子どもに教え

る、子どもと触れ合う、子どもとともに成長できるということは皆さん知ってい

ると思うが、近年、暗いイメージがメディア等で取り上げられがちである。教職

はこんな素晴らしい職業である、大変だがやりがいがある職業であるといったＰ

Ｒを行ったらいいと考える。 

＜高校教育課長＞委員御指摘のとおりである。マスコミで取り上げられること以上

のイメージを知ってもらうことはなかなか難しい。現在、教育委員会では、高校

に出向き、教職を考えている生徒に対し、教職の魅力や教職に就くために必要な

ことなどを説明する機会を設けている。また、坂出高校教育創造コースでは、生

徒たちが附属小・中学校に出向き前向きに活動している。このようなことが更な

る教職のアピールの場となればと考えている。 

＜小坂委員＞自分たちにできることは課長指摘のとおりであるが、社会的に、心の

病で休職する教員の増加や、こんな不祥事を起こす教員がいるといったことがメ

ディアで取り上げられるため、教員の良いところを働きかける必要があると考え

る。 

＜平野委員＞採用者数を増やすために試験科目を少しずつ変えていたと記憶してい

るが、実施要項の記載では、小学校の体育や音楽の試験がなくなっている。小学

校の体育は体育の専門教員、音楽は音楽の専門教員が行うということか。 

＜義務教育課長＞以前の教員採用選考試験においては、小学校の教員志願者に対し

て水泳等の実技試験を行っていたが、受験生を確保するために見直しを実施し、

現在、実技試験はなくなっている。 

＜平野委員＞現在は筆記試験のみということか。 

＜義務教育課長＞筆記試験と面接のみである。小学校には体育専科教員がいるが、

指導に当たっては専科教員と学級担任が協力しながら実施する場合が多い。 

＜蓮井委員＞大学においても教員を志望している学生に対し、教職を身近に感じて

もらう事業を考えている。高松大学では年に１回、教育委員会の方々、昨年度は

教育長と小柳教育次長、一昨年度は教育長に講義していただき、学生からの反響

もよかった。昨年度の小学校教員採用試験合格者数も随分伸びている。高校にお

いても専門的にＰＲすることも大事である。大学に対しても高松大学だけでなく

他の大学においても実施することも効果があるのではと考える。 

＜義務教育課長＞高松大学などは、義務教育課が実施している学生ボランティアに

も熱心に取り組んでいただいている。大学生がボランティアとして教育現場で手

伝いや活動を行い、教員の仕事を把握するといった取組みができており、これを

他の大学にも広げていくことも効果的であると考える。また、義務教育課職員が

大学に出向いて、教員採用試験についての説明や教職という仕事についての説明

を行っているが、これについても継続して実施していきたいと考えている。 
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＜教育長＞教職という職業についての説明の機会は、小学生に対してはないのか。 

＜義務教育課長＞今のところは行っていない。ただ、現職の教員に対しては機会が

あるごとに、「先生方が生き生きと働く姿をみて、児童が教職を目指そうという

気持ちになる」ことを伝え、働きかけている。 

＜教育長＞先週、教育コンサルタントと話をする機会があり、東京都立高校におい

ては私立中・高一貫校への進学者が増えていることから、小学生に対して学校Ｐ

Ｒを実施しているとのことであった。香川県の県立高校においても同様の取組み

が必要であると考えるし、教員の確保についても、小学生に対し教職の魅力を伝

えることが必要であると考えるため、検討してほしい。 

＜平野委員＞香川大学にも教育学部があり、教職課程を専攻するが実際には教員に 

ならないという学生が増えている。これはキャリア支援センターなどにより、 

様々な職種のＰＲがあり、学生も教員になろうと大学に入学したが、他の職種を 

知ることにより教員以外の選択肢が増えてきたことも要因と考えられる。教員と

いう職種に魅力を感じられなくなり教員志望の気持ちを継続できなければ、他の

職種にいってしまう。教育学部においては、公務員志望の学生が増えてきている

とも聞いている。 

＜藤澤委員＞先生との関係性が良ければ、「あんな先生になりたい」と思う小学生

も増えると感じる。子どもたちとうまく関係ができる時間的な余裕ができればよ

いと考える。スクールソーシャルワーカーとして附属坂出小学校に行った際、高

校生が小学校に交流活動に来ているときの小学生は非常に生き生きと楽しそうな

笑顔であった。そのような小学生と高校生の交流があれば、小学生はその高校を

目指そうとすることもあるだろうと考えることもある。 

 

○その他事項２ 四国インターハイ開催準備状況ついて 

 保健体育課長から、令和４年度に開催される四国インターハイの開催準備状況

について説明。 

 

【質疑・意見交換】  

＜教育長＞５月１０日に発表された全国高等学校体育連盟の開催方針等は、一義的

には７月２３日からの本大会について述べていると考えてよいのか。 

＜保健体育課長＞そのとおりである。 

＜教育長＞香川県大会の開催方針等については、香川県で決定するということでよ

いのか。 

＜保健体育課長＞そのとおりである。香川県大会の後に開催される四国大会につい

ても、四国で開催方針等を決定することとなる。 

＜教育長＞今のところは本大会も香川県大会も、原則として有観客で実施するとい

う方針で良いのか。 

＜保健体育課長＞そのとおりである。 

＜小坂委員＞部活関係も新型コロナウイルス感染症の感染者が発生していると思う
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が、十分に気を付けていただき、出場する選手達も自らの力を十分発揮できるよ

う、無事に開催できることを祈っている。 

＜保健体育課長＞同じ部活動で感染者が判明した場合の出場選手たちの検査方法に

ついても、本日から、これまで実施していたＰＣＲ検査を、より短期間で結果が

確認できる抗原定性検査に変更し、陰性が確認できた者から大会に出場できるよ

うな仕組みとなった。出場する機会を奪ってしまうことがないよう、感染に十分

注意しながら実施していきたい。 

 


